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１ 外国人活躍推進課の設置（企画部）平成３１年４月１日

２ ぐんまの姿 ～外国人住民を中心として～

外国人との新たな共生 群馬県の現状と政策 もくじ

３ 外国人の円滑かつ適正な受入支援施策

４ 多文化共生施策

５ これからの取組 ～外国人との新たな共生を目指して～



１ 外国人活躍推進課の設置（企画部）
平成３１年４月１日

今後、様々な分野で活躍が期待さ
れる外国人について、県内への受入
促進とあわせて、共生のための環境
を一元的に推進するため、企画部に
「外国人活躍推進課」を設置
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２ ぐんまの姿
～外国人住民を中心として～
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国籍別外国人住民数（H30.12.31現在）
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【県調査】H30.12.31現在
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外国人住民数（国籍別） 　H30.12.31現在 （単位：人）

男 女 合計

1 ブラジル 6,504 5,687 12,191 11,786 405 3.4%

2 ベトナム 4,881 3,293 8,174 7,017 1,157 16.5%

3 フィリピン 2,197 5,787 7,984 7,753 231 3.0%

4 中国 3,353 4,220 7,573 7,459 114 1.5%

5 ペルー 2,381 2,178 4,559 4,490 69 1.5%

6 ネパール 1,759 1,152 2,911 2,700 211 7.8%

7 韓国・朝鮮 1,043 1,449 2,492 2,515 △ 23 -0.9%

8 インドネシア 1,334 480 1,814 1,564 250 16.0%

9 タイ 329 739 1,068 999 69 6.9%

10 パキスタン 746 228 974 918 56 6.1%

その他 4,332 2,525 6,857 6,309 548 8.0%

合  計 28,859 27,738 56,597 53,510 3,087 5.8%

国  数 109 2111

区分（国籍）
H30.12

H29.12 増減 増減比率



市町村別外国人住民数 （H30.12.31現在）
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【県調査】H30.12.31現在

伊勢崎市

22%

太田市
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大泉町
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前橋市
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昭和村

1%未満

草津町

1%未満

その他

19%

外国人住民数（市町村別）　H30.12.31現在 （単位：人）

上段:人口

男 女 合計
下段:

人口比率

337,502

2.0%

374,168

1.5%

213,639

5.9%

224,635

5.0%

76,254

3.0%

6,419

3.8%

7,360

4.9%

41,785

18.2%

713,231

2.6%

1,981,214

2.9%

93 152 245 225 20

※人口は、平成30年12月末日現在の市町村課「群馬県市町村別住民基本台帳
人口」による。

※人口比率は、各市町村の人口に占める外国人住民数の比率である。

館林市 1,158 1,139 2,297 2,111 186

草津町

昭和村 153 210 363 346 17

合　計 28,859 27,738 56,597 53,510 3,087

その他 8,909 9,486 18,395 17,509 886

大泉町 4,068 3,555 7,623 7,585 38

太田市 6,202 4,938 11,140 10,568 572

伊勢崎市 6,616 6,006 12,622 12,139 483

高崎市 2,492 2,941 5,433 5,095 338

前橋市 3,482 3,228 6,710 6,088 622

市町村名

H30 .12

H29 .12 増　減
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在留資格別比較（2018年12月末現在）

【法務省統計】

永住者
35%

定住者
15%

技能実習
14%

日本人の

配偶者等
6%

技術・人文知識・

国際業務
6%

特定活動
6%

留学
5%

家族滞在
5%

特別永住者
3%

永住者の

配偶者等
2%

その他
3%



ベトナム

外国人労働者の状況 （群馬労働局集計 H30.10）

・群馬県の外国人労働者は３４,５２６人
・近年は、「ベトナム」、在留資格では「技能実習」「専門的・技術的分野」が増加

・東毛・中毛は「身分に基づく～（日系の「定住者」）」、北毛は農業など「技能実習」が多い

・有効求人倍率（平成３０年度）全産業１.７４倍（令和元年６月１.７５倍全国１１位）

業種国籍

【参考】 東毛：太田、桐生、館林 中毛：前橋、伊勢崎 西毛：高崎、富岡、藤岡 北毛：渋川、沼田

在留資格

東
毛

中
毛

西
毛

北
毛

地域別

国籍 人数

ブラジル 7,512

ベトナム 5,950

フィリピ
ン 4,912

中国 4,612

その他 12,440

在留資格 人数

身分に基づく在留資
格

17,665

技能実習 8,201

専門的・技術的分野 3,273

特定活動 2,569

資格外活動 2,818

東
毛

中
毛

西
毛

北
毛

地域別

身分に
基づく
在留資格

業種 人数 業種 人数

製造
14,43
2

農業 1,158

サービス
（その他）

10,90
5

建設 960

卸売・小売 1,720
医療福

祉
509

宿泊・飲食
サービス

1,374 その他 3,468

製造

ブラジル

フィリ
ピン

中国

その他

技能実習

専門的
・技術的

サービス
(その他)

その他
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外国人活躍推進課の設置（企画部）
平成３１年４月１日

今後、様々な分野で活躍が期待さ
れる外国人について、県内への受入
促進とあわせて、共生のための環境
を一元的に推進するため、企画部に
「外国人活躍推進課」を設置

10



11

３ 外国人の円滑かつ適正な

受入支援施策
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① 外国人と企業のマッチング
（外国人材向け合同企業説明会（県内、東京））

② 企業向け情報提供・相談対応
（人材受入れ相談会、特定技能説明会、人材受入環境整備セミナー）

③ 多言語・動画による情報発信 （作成中）
（生活・仕事情報 群馬に来てよかった等）

④ 外国人留学生の定着促進
（企業見学バスツアー、ＪＥＴインターンシップ等）

⑤ 知事と外国人との座談会 等

さらに令和２年１月 「群馬モデル」公表



① 外国人と企業のマッチング

（外国人材向け合同企業説明会（県内、東京））

13
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② 企業向け情報提供・相談対応
（人材受入れ相談会、特定技能説明会、人材受入環境整備セミナー）



④ 外国人留学生の定着促進
（企業見学バスツアー、ＪＥＴインターンシップ等）

15
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④ 外国人留学生の定着促進 つづき



17

令和元年１１月５日＠ハノイ
山本知事、Minh副首相兼外務大臣等ベトナム政府要人と面談

Minh副首相兼外務大臣との面談：
更なる企業進出、更なる受入れ（大臣から）
交響楽団等文化的な交流を（知事から）



（１）日時：令和元年８月２２日（木） １２：３０～１４：００
（２）場所：群馬県庁
（３）参加者：外国人６名（ベトナム、中国、インドネシア、ネパール 【高度人
材、技

能実習生】）、雇用主６社（製造、介護、宿泊、農業）
（４）概要：県内で働く外国人が生活や仕事のことについて、知事と自由に歓談

18

知事と外国人との座談会

項目 内容 現状、制度概要

高度人材（高度専門
職）の要件緩和

「高度専門職」の取得要件が厳しいた
め、外国人留学生や高度人材（「技
術・人文知識・国際業務」等）が取得す
ることは困難。

①在留資格「高度専門職」は、我が国の学術研究や経済発展に寄与でき
る人材。※1号・2号があり、2号取得には1号で3年間の活動が必要
②1号の類型は、ｲ)高度学術研究、ﾛ)高度専門・技術、ﾊ)高度経営・管理。
※2号は1号のすべての活動が可能
③1号は、ポイント計算で70点を上回る必要あり（ﾛとﾊは年収300万円以上
必要）。
④優遇措置あり（複合的な在留活動、在留期間5年の付与、永住許可要
件の緩和、配偶者の就労 等）。※2号は在留期間が無期限

在留期間の延長

できるだけ長く働きたいので、在留期
間を長くしてほしい。

法務省が認める「技術・人文知識・国際業務」の在留期間は５年、３年、１
年、３月
※付与する在留期間は法務大臣の裁量

配偶者の就労

配偶者（家族滞在）の労働時間を長く
してほしい。

在留資格「家族滞在」は就労資格ではないため、就労を希望する場合は、
資格外活動として週28時間以内が認められる。

（５）課題：外国人から提起された課題・要望等



「外国人との新たな共生推進会議（第１回）」
本県が作成する、外国人との新たな共生のための「群馬モデル」について意見交換

１ 構成員分野等氏名役職

１座長山 本 一 太群馬県知事

２受入れ・共生研究者 山 脇 啓 造明治大学教授

３国政策・実務 安 本 大 輔東京出入国在留管理局統括審査官

４事業主（製造業） 柴 田 洋（株）柴田合成代表取締役社長

５事業主（農業） 星 野 美 樹（有）農園星ノ環労務管理担当

６外国出身住民 平野パウロ勇（株）アルテソリューション代表取締役

７外国出身住民 山 本 雄 次（株）DS in Japan 代表取締役

８地域の課題 相 京 恵グローリーハイグレイス（有）代表取締役

２ 日時・会場

令和元年１１月２６日（火） １５時３０分～１７時００分 於秘書課会議室（６階）

19
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「外国人との新たな共生推進会議（第１回）」
つづき

３ 意見交換の内容

「外国人材に群馬を選んでもらい、外国人との共生を進める」ための手法について意見

交換しました。具体的には以下のような意見が出されました。

・外国人材と企業とのきめ細やかなマッチングなどの就業支援や起業支援が必要

・外国人材を呼び込むためには、企業の優良事例等が外国人本人に伝わるような

積極的な情報発信が必要

・日本人が『やさしい日本語』で語りかけたり、日本語学習の機会提供が必要

・外国人を仲間と捉え、受け入れていく環境整備が必要

・受入れ環境を整備すれば、外国人材の来県→彼らが群馬のよさを拡散

→それを見た者が来県・情報拡散、というサイクル構築が可能 等

４ 今後のスケジュール

第２回 12／20（金）13:00～14:30

第３回 1／21（火）15:30～17:00 ※「群馬モデル」公表 １月中を予定
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４ 多文化共生施策



県の基本的考え方

【群馬県多文化共生推進指針】（平成３０年３月改定）

●基本目標
「外国人住民が持つ多様性を活かし、誰もが参
加・協働し安心して暮らせる、活力ある社会の実
現」

●施策目標
① 外国人が安心して暮らせるための幅広い
サポートの提供

② 多様性を活かし、外国人が活躍できる環境づくり
③ 多様性を尊重し、日本人と外国人がともに支え合
うための意識の醸成

22

さらに令和２年１月 「群馬モデル」公表



ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター

○県内に住む外国人のみなさんが、安心して群馬で生活し、働くことができるよう、
情報提供や様々な相談に対応する窓口

○外国人住民に窓口等で対応する県内市町村のバックアップの役割も担う

■開所日 令和元年７月１日

■場 所 群馬県庁昭和庁舎１階

■対応言語
・相談員による対応：英語、ポルトガル語、ベトナム語、中国語、スペイン語

やさしい日本語
・翻訳機による対応：７４言語

■国や市町村等との連携
・東京入管職員による相談サポート、相談員研修（月１回）
・県内市町村や労働局等国機関と連携確認
・一部市町とテレビ電話接続

23
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ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター チラシ
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ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター チラシ
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ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター 実績



外国人活躍推進キャラバン27



外国人の患者が、医師や病院スタッフなどとコミュニケー
ションがとれない場合に、そのやりとりを通訳。

通訳する内容は、診察や検査、入退院時の説明、インフォー
ムドコンセント、医療費の支払いなど。

●医療通訳ボランティア養成講座
・医療通訳の活動や医療のきまり・医療機関の仕組み等の講義、
実際の現場を模したロールプレイなどを実施
・レベルチェックに合格した人が医療通訳ボランティアとして登録

●ボランティア登録者数：のべ１９８名
中国語・英語・ｽﾍﾟｲﾝ語・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・韓国語・
ﾈﾊﾟｰﾙ語・ﾍﾞﾄﾅﾑ語・ﾀｲ語・ﾀｶﾞﾛｸﾞ語・
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語・ﾌﾗﾝｽ語（１１言語）

医療通訳ボランティア養成事業

28



医療通訳派遣制度

29

【実施主体】 （平成３０年６月１日から）

ぐんま医療通訳派遣システム運営委員会（平成３０年５月１日設立）
（構成員）
群馬県、（公財）群馬県観光物産国際協会、ＮＰＯ法人群馬の医療と言語・文化
を考える会

【運営主体（派遣コーディネート）】

ＮＰＯ法人群馬の医療と言語・文化を考える会
※派遣の依頼方法は昨年度と同様

【派遣先】

ぐんま医療通訳派遣システム運営委員会と協定を結んだ医療機関等
※医療機関等21（H31.5.27時点）

【医療通訳ボランティア】

県の養成講座を終了し、県のレベルチェックに合格した者等



ぐんま医療通訳派遣
システム運営委員会

ＮＰＯ法人群馬の医療と
言語・文化を考える会

医療通訳
ボランティア

協定医療機関

外国人患者

派遣

手配

交通費負担

派遣連絡
委託

派遣申請

派遣の流れ



災害時に、外国人住民に対して正確な情報提供を行う「災害時
多言語支援センター」を設置・運営するための訓練を、市町村と連
携して実施。

●H30年実施事業
①災害時通訳ボランティア養成講座

・災害時の外国人支援や災害に強いまちづくりについての講座、
グループ活動、外国人支援の訓練などを実施
（参加言語：英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語等）

②外国人住民のための防災訓練
・避難所想定訓練、非常食訓練などを実施
・ミャンマー、インドネシア、タイ、ブラジル、
マレーシアなどの外国人住民が参加

●R1年は安中市と共催で実施
①１０月２０日（日） ②１１月１０日（日）

災害時外国人支援事業

31



外国人住民のための避難訓練の様子

32

防災についての講義 非常食体験

模擬避難所体験 様々な言語に翻訳した災害情報



「多文化共生の視点に立って、地域課題を解決し、地域活性化を図る人材」と
して 群馬大学が養成し、群馬県が認定・活用。
→多文化共生社会の実現による豊かな地域づくりを目指す。

養成

群馬大学

県内の多文化共生推進の
キーパーソンとして活用

群馬県

※3年間の履修プログラム

19名（養成は終了）

多文化共生推進士

認定 活用

ｱﾅﾘｽﾄｺｰｽ
（分析力を育てる）

ﾌﾟﾗﾝﾅｰｺｰｽ
（企画力を育てる）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｺー ｽ
（実践力を育てる）

各ｺｰｽ70時間以上

NPO法人多文化共生ぐんま
設立（H27.4.1）
→推進士の活動拠点

H25年度～H22年度～

【県】多文化共生推進士連携事業
＜H30年度シンポジウム開催等＞

・在住外国人によるインバウンド対策
・外国人児童生徒のキャリア教育
・国際交流サロン

群馬県と群馬大学の協働プロジェクト

【養成・認定スケジュール】

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 認定者数
1期生 認定 5名
2期生 認定 5名
3期生 認定 6名
4期生 認定 3名

合計19名

養成
養成

養成
養成
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多文化共生推進士について

【市町村】
・市教委事業にて、公民館で外国人
の人権について講演
・市の災害時ボランティア研修会に
て、講義とワークショップの講師



外国人住民を対象に、日本語指導や日本文化等の日本での生
活に必要な情報・知識について指導を行う人材を養成するため、
日本語指導者養成講座を開催する。

●H30年度実施内容
「町内会（自治会）」 伊勢崎市羽黒町区長
「子どもとともに」 榛名女子学園 統括専門官
「児童相談所」 群馬県中央児童相談所 児童福祉司
「民生委員」 伊勢崎市福祉こども部社会福祉課
「在留資格と在留管理」 行政書士三石事務所 特定行政書士
「地域福祉」 伊勢崎市地域包括支援センター

●H30年度実施状況（参加人数）
１３人（ブラジル、ペルー、中国、フィリピン）

外国人住民向け日本語教育
（外国人コミュニティコーディネーター養成事業）

19



５ これからの取組
～外国人との新たな共生を目指して～
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外国人との新たな共生「群馬モデル」

36

 群馬県では、従前からの日系の南米国籍者（「定住者」資格）に加え、
近年、アジアからの「技能実習」「留学」が急増

・外国人住民は年々増加

人数 56,597人（全国12位）（H31.1） 人口割合 2.9％（東京、愛知に次ぎ3位）
・大泉町は7,623人で全国の町村で1位（H31.1）。※人口割合18.2％
・近年は、ベトナム等アジアからの「技能実習」が急増

 少子高齢化により、業種を問わず深刻な人手不足にあり、外国人材に

頼らざるを得ない状況

・有効求人倍率は1.75倍（R１.6)と高い水準（全国11位）、業種により4倍超も

 各業界では、「技能実習」等の活用に取り組んでいるが、短期滞在等の

制約があり、正面から外国人材の活躍推進に取り組む必要

→新たな在留資格「特定技能」等を有効に活用し、Win-Winの関係構築を

背景



外国人が県内で暮らしていくことに伴う課題

課題

行政・生活情報の多言語化

医療・保険･福祉

安全・防災

教育

生活習慣、宗教、文化等の違いによる日本人とのトラブル（ゴミ出し、騒音等）
→ 日本語教育の必要性、日本人による「やさしい日本語」の必要性
→ 外国人が安心して暮らすための相談体制、外国人のコミュニケーション支援に向けた通訳、

多言語による行政情報の提供を充実させる必要

医療、福祉等の社会保障制度を円滑に利用できる環境整備が不十分、適切な医療を受けづらい
＜これまでの取組＞ 医療通訳ボランティアの養成 延べ11言語、170人

【平成29年度派遣実績】 209件

災害に対する知識や経験、災害時に外国人を支援する通訳等の人材が少なく、外国人が必要な情報にアク
セスできない可能性

外国人児童生徒、保護者との意思疎通の困難、生活習慣の相違等から生じる問題に対応する必要。
→ 現在、本県で日本語指導上必要とされる言語数は２７に及ぶ

（英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・スペイン語等の他、ウルドゥ語・トンガ語など多数）.
日本語、生活習慣等の理解不足から、学力不足や問題行動等につながる児童生徒もいる。
→ 転入してくる児童生徒の国籍が多様化する中、それに対応できる指導者が不足
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外国人との新たな共生「群馬モデル」が目指すもの

１ 外国人等の声を聴く仕組みづくり

外国人、受入れ企業等の声、専門家の意見を聴き、県政に反映する仕組を構築

（例） ・外国人との新たな共生推進会議（知事と専門家との会議） ・知事との懇談会

・ぐんま外国人相談ワンストップセンター

・企業・事業主に対するセミナー、個別相談会の開催 など

２ 外国人材の円滑な受入れ

深刻な人手不足に直面する県内企業・事業所が外国人材を積極的に活用できるよ
う、マッチング支援、受入れ負担軽減など総合的に支援

（例） ・県内企業・事業者と外国人材の採用マッチング支援

・留学生の県内就職支援 など

３ 生活者としての外国人支援

集住都市の知見をその他の市町村にも敷衍する等、日本人・外国人の共生に向
け、外国人集住県らしい先進的な取組み

（例） ・日本語教育

・児童・生徒支援

・医療、福祉、健康サービス など



外国人との新たな共生「群馬モデル」構築に向けて

「群馬モデル」を通じて目指すべき群馬県のすがた

・外国人材が個々の能力を発揮して活躍できる社会
・日本人、外国人が相互に理解しあい、安心して暮らせる共生社会

→ 「働くなら群馬がいちばん」を実現
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令和２年１月 「群馬モデル」公表
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ありがとうございました。
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